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報告第１号 

 

議案に対する意見について 

 

知事から意見を求められた下記議案について、緊急を要するため、青森

県教育委員会の事務の委任等に関する規則第４条第１項の規定に基づき、

教育長において臨時に代理し、原案に同意したので、ここに報告します。 

 

記 

 

１ 令和３年度青森県一般会計補正予算（第２号）案（教育委員会所管分） 

２ 工事の請負契約の件 
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陳情第１号 

 

県立高等学校教育改革に係る件について 

 

１ 「青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画に係る要望書」の件 

 

 ・提出者住所  青森県むつ市中央１丁目８番１号 

 

 ・提出者氏名  むつ市長 宮下 宗一郎 

 

・受理年月日  令和３年９月１７日 
 

 

２ 「青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画に係る要望書」の件 

 

 ・提出者住所  青森県下北郡東通村大字砂子又字沢内５番地３４ 

 

 ・提出者氏名  東通村長 畑中 稔朗 

 

・受理年月日  令和３年９月１７日 
 

 

３ 「青森県立大湊高等学校及び青森県立むつ工業高等学校を対象とした統合

校案の再考を求める要望書」の件 

 

 ・提出者住所  青森県むつ市小川町２丁目１１番４号 

 

 ・提出者氏名  むつ商工会議所会頭 内田 大輔 外３名 

 

・受理年月日  令和３年９月１７日 
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４ 「青森県立木造高等学校の学級数維持を求める意見書」の件 

 

 ・提出者住所  青森県つがる市木造若緑６１番地１ 

 

 ・提出者氏名  つがる市議会議長 野呂 司 

 

・受理年月日  令和３年９月２２日 
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議案第１号

青森県立郷土館協議会委員の人事について

青森県立郷土館協議会委員の人事を次のとおり行う。

長 根 朋 子

工 藤 規 正

長 尾 眞 理

鹿 内 亜 里

大 鷹 依 子

石 岡 有佳子

葛 西 貢 造

川 村 優 子

工 藤 清 泰

葉 山 茂

安 田 勝 寿

齋 藤 信 夫

青森県立郷土館協議会委員に任命する

任期は令和３年１０月２１日から令和５年１０月２０日までとす

る

令和３年１０月６日

青森県教育委員会
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［その他］ 
 
 
 
 

青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画（案）に関する 

地区懇談会における意見等について 

 

１ 地区懇談会 

■ 実施状況 

月日 地区 開催市町村 参加者 発言者 アンケート回答者数 

7/14 三八 八戸市 １４人 ２人 １１人 

7/16 上北 十和田市 １６人 ５人 １３人 

7/19 東青 青森市 ８５人 １８人 ３６人 

7/21 下北 むつ市 ９１人 １５人 ６１人 

7/26 中南 弘前市 １８人 ５人 １４人 

7/28 西北 五所川原市 ８４人 １３人 ５２人 

7/30 東青 青森市(旧浪岡町地域) １６９人 ２１人 ４５人 

8/2 下北 むつ市 ９６人 ２４人 ６５人 

合 計 ５７３人 １０３人 ２９７人 

※ 参加者の人数は報道機関の人数を除く。 
 

■ 追加開催する地区懇談会の日程等 

地区 月日 時間 場所 定員 

西北 10月16日（土） 15:00～17:40 

ハーモニー未来館（柏ふ

るさと交流センター） 

１階 ハーモニーホール 

２００人 

下北 10月17日（日） 9:20～12:00 
プラザホテルむつ 

１階 プラザホール 
２００人 

東青 10月17日（日） 14:00～16:40 
青森市中世の館 

１階 中世の館ホール 
２００人 

 

２ パブリック・コメント 

■ 実施期間 令和３年７月８日 ～ ８月１６日（４０日間） 

■ 提出件数 ５７人 延べ１３９件の意見 
 

３ 陳情 

 ■ １８件 
 

４ 地区懇談会における意見等 

■ 別冊のとおり 
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参 考 資 料

第８７３回定例会（令和３年１０月）

●報告第１号

議案に対する意見について P１

●陳情第１号

県立高等学校教育改革に係る件について P２～P14

●議案第１号

青森県立郷土館協議会委員の人事について P15～P16



 

 

令和３年度９月補正予算の概要について（教育委員会所管分） 

 

              補 正 予 算 額        ４，０４３千円 
              現 計 予 算 額  １２４，８７２，９９７千円 
              補正後の予算額  １２４，８７７，０４０千円 

 

◎要求の主なもの 
 
 

財産管理費         ４，１５０千円 

 ○三本木農業高等学校教育植林売却事業費        ４，１５０千円 

 三本木農業高等学校教育植林の売却等に要する経費 

 

参 考 資 料 

報告第１号関係 
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NO 氏   名 性別 選考分野 備     考 新任 氏   名 性別 選考分野 備     考

1 横 山 信 子 女 小学校 大間町立大間小学校長 → 新任 長 根 朋 子 女 小学校 むつ市立奥内小学校長

2 工 藤 規 正 男 中学校 七戸町立天間林中学校長 再任

3 中 村 紹 子 女 県立学校 県立浪岡養護学校長 → 新任 長 尾 眞 理 女 県立学校 県立弘前第二養護学校長

4 木 立 絢 子 女 小学校 青森市立堤小学校教諭 → 新任 鹿 内 亜 里 女 小学校 青森市立筒井小学校教諭

5 齋  麻 毅 男 社会教育
(公募)
神社宮司

→ 新任 大 鷹 依 子 女 社会教育
特定非営利活動法人日本
人材発掘育成協会
理事・事務局長

6 中 村 文 子 女 社会教育
(公募)
三内丸山ボランティア
浪館小図書ボランティア

→ 新任 石岡 有佳子 女 社会教育
アートスタジオ　テテ
代表

7 田 中 高 央 男 社会教育

(公募)
元小学校教員
県青少年健全育成推進員
青森市社会福祉協議会評
議員

→ 新任 葛 西 貢 造 男 社会教育

(公募)
元つがる市教育委員会職
員
元青森県生涯学習審議会
委員

8 長 内 幸 子 女 社会教育
(公募)
大鰐町連合婦人会会長
大鰐町社会教育委員

→ 新任 川 村 優 子 女 社会教育

(公募)
青森県地域婦人団体連合
会副会長、外ヶ浜町三厩
地域婦人団体連合会長

9 工 藤 清 泰 男 人文
元青森市職員
日本考古学協会会員

再任

10 工 藤 雅 世 女 観光 青森大学教授 → 新任 葉 山 茂 男
博物館
人文

弘前大学准教授

11 安 田 勝 寿 男 博物館 ヤスダコレクション代表 再任

12 齋 藤 信 夫 男 自然 青森自然誌研究会会長 再任

青森県立郷土館協議会委員人事案

学校教育

社会教育
・

家庭教育

学識
経験者

分野

第24期委員
（任期：令和元年10月21日～令和3年10月20日）

第25期委員
（任期：令和3年10月21日～令和5年10月20日）

参 考 資 料

議案第１号関係
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青森県立郷土館協議会 関係法令（抜粋） 

 

博物館法（昭和２６年法律第２８５号） 

 

（博物館協議会） 

第２０条 公立博物館に、博物館協議会を置くことができる。 

２ 博物館協議会は、博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、

館長に対して意見を述べる機関とする。 

第２１条 博物館協議会の委員は、当該博物館を設置する地方公共団体の

教育委員会が任命する。 

第２２条 博物館協議会の設置、その委員の任命の基準、定数及び任期そ

の他博物館協議会に関し必要な事項は、当該博物館を設置する地方公共

団体の条例で定めなければならない。この場合において、委員の任命の

基準については、文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。 

 

 

 

青森県立郷土館協議会条例（昭和４８年３月青森県条例第５号） 

 

 (設置) 

第１条 博物館法(昭和２６年法律第２８５号)第２０条第１項の規定に基

づき､青森県立郷土館協議会(以下「協議会」という｡)を設置する。 

(委員の任命の基準) 

第２条 協議会の委員(以下「委員」という。)の任命の基準は、学校教育

及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学

識経験のある者の中から任命することとする。 

(委員の定数) 

第３条 委員の定数は、１２人以内とする。 

(委員の任期) 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

参 考 資 料 

議案第１号関係 
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